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ファミリービジネスコンサルティング
現状と課題

〈ファミリービジネスの真価とは〉
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ファミリービジネス(FB)の現実

日本の企業数の90%、上場企業でも50%以上がFB

【定   義】
「ある特定のファミリー(創業家)が会社の所有(株式)および経営の
いずれか、または双方を実質的に支配しているか、会社の経営に
大きな影響力を持つ、などの企業」である。

(日本ファミリービジネスアドバイザー協会)

今、日本のFBは困っている。

・事業の継続、承継 
・高齢化(現経営者、ビジネスモデル、後継者)
・国内マーケットの縮小(人口減、高齢化)

  ・原材料費の高騰、人手不足

今こそ、FBの良さ、強さを再確認し、
困難を乗り越え、強い企業構築を!!
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主な経歴・役職

ジョンソン社 日本法人 社長／会長

Johnsonグローバル本社 役員

• 消費者向け事業(B to C) 20年

• 企業向け事業(B to B) 20年

現在の活動

ファミリービジネス企業支援･次世代育成

• ヨコハマコンサルティング（株） 代表取締役会長

• 日本ファミリービジネスアドバイザー協会(FBAA)

ファウンダー・名誉理事

• 日本ファミリービジネス学会 顧問

西川 盛朗
NISHIKAWA  MORIO 

講師紹介
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S.C.ジョンソン社 (S.C.Johnson)

創業: 1886年 (明治19年)

本社: 米国ウィスコンシン州 ラシン市

事業: 家庭用品・企業向け用品・レジャー用品・銀行

連結売上高: 約1兆5,000億円

株主: 非上場 ジョンソンファミリー（5代目）

- 世界ファミリービジネス大賞受賞 -

http:www.scjohnson.com
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ジョンソン社の製品

ジョンソン社
公式サイトより

「S.C. Johnson製品」の画像検索結果

「S.C. Johnson製品」の画像検索結果
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S.C. ジョンソン社の製品

http: www.scjohnson.com

6



All Rights Reserved @ 西川 盛朗 2026

NISHIKAWA  MORIO 

西川 盛朗－現在の活動
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西川の出版書籍

｢中国での出版｣
｢長く繁栄する
同族企業の条件｣

｢日本のファミリービジネス｣
その永続性を探る (共著)

｢ほんとうの事業承継｣ (共著)
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一般社団法人日本ファミリービジネスアドバイザー協会（FBAA)
        (設立2012年11月）
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FBコンサルタントの見解

1. オーナー、家族、社員はFBの良さ・強さに気づいていない。

2. FBは同じ原因、失敗で躓いている。

3. オーナーは孤独。信頼できる相談相手を求めている。
しかし厳しい選択眼を持つ。

4. FBは適切な助言と実行で元気になれる。次に備えられる。

5. FBの強みは「長期的に計画し、準備が出来る」こと。
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〔質問〕

クライアント候補企業の
オーナー社長に

初めて面談する時に行う
大切な3つの質問は何ですか？
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初回面談で行う3つの質問(例)

1.この会社の譲れない価値は何ですか
    (ファミリーの価値確認)

2.10年後に会社と家族はどうありたいですか？
 (ビジネスの整合)

3.承継を誰に、いつ、どの形で
引き渡したいと考えていますか？

    (現在の考えの確認)
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FBコンサルタントが提示する
サービスパッケージ(ステップ例)

1.診断・承継ロードマップ (３ヶ月)
(例) トップ、家族インタビュー、

   財務分析、承継シナリオ(案)提示

2.ファミリーガバナンス構築(6～12ヶ月)
(例)ワークショップ、憲章作成、

   ファミリーMtg立上げ、ファシリテーション

3.DX導入＋AIリテラシー (3～６ヶ月)
(例)業務KPI見直し、支援ツール、

生成AIの概念実証PoC 

4.承継後フォロー (1～3年)
(例)承継直後モニタリング、ガバナンス運営、

        財務調整対策
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日本のFBコンサルティングの現状の課題と
備えるべき優先重要事項

(要点)

1.後継者問題
  (脱ファミリーの流れ)

2.ファミリーガバナンス
(家族のルール、仕組み)整備

3.経営革新
(DX・AIへの技術人材、支援強化)

4.外部人材・非親族経営者の活用
 幹部社員/M&A/第三者承継の選択肢整備
 5.支援インフラの活用

(制度知識アップデート)
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リスクと対応(例)

 ・家族間の感情摩擦
 ・DX失敗-過剰投資
 ・税務の想定外負担
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〔西川の経験〕

今から20年ほど前

Johnson社退任後、
FBオーナーの皆様からのご相談を頂き
ファミリービジネスコンサルタントを開始
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その頃は・・・そして今も・・・ 
1.オーナー、家族、社員がFBの良さ、
強さに気付いていない

2.FBは同じ過ちと失敗で躓いていた
/スキャンダルが続く(同族企業のイメージ)

3.オーナーは孤独
厳しい選択眼を持つ

4.FBは適切な助言と実行で元気になれる

5.FBは長期視点で準備ができる
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ファミリービジネスは
世界、日本で経済の中心であり、
誇り得るビジネス形態なのに、
日本では正当に評価されず、
世界一の長寿企業大国でありながら、
そのノウハウは研究の対象にならず、
「秘伝のタレ」門外不出であった。
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日本経営合理化協会出版局 (2012/10/22)

日本で初めてのFBの経営実務書
(出版社曰く)

①22の内外の事例
        もろ

②FBの脆さ
③FBの強さ
④三位一体経営とは
⑤理念の大切さ
⑥長く繁栄する条件10箇条
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FBAA設立

2013年第1回資格認定講座スタート
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あれから13年
FBは市民権を得た!!
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FB( ファミリービジネス)の真価とは？

今こそ、「FBの真価」を改めて考えてみたい。

❶長期的視野（永続性志向）
ファミリービジネスは、短期的な利益よりも「次世代への継承」を重視するため、
長期的な戦略・投資が可能です。これが企業としての安定性・信頼性に繋がります。

❷価値観と理念の継承（家訓・理念経営）
創業者の想いや企業哲学が、代々受け継がれることで、企業の判断軸やブレない経営が
可能となり、社内外の信頼を築きます。

➌強固な信頼関係（内部結束力）
血縁をベースにした信頼関係があるため、経営層の結束が強く、
危機にも迅速に一枚岩で対応できます。これは外部からの買収耐性にもつながります。

❹迅速かつ柔軟な意思決定
・オーナーシップが集中しているため、外部株主に振り回されることなく、
迅速で一貫性のある意思決定が行えます。

・危機時の判断や、長期投資の決断にも強みを発揮。

❺社会的責任と地域貢献の重視
・ 自社だけでなく、地域社会の発展や社員の幸福を大切にする傾向が強い。
・地域経済の支え手としての自覚を持ち、社会的な言頼を獲得している企業が多い。

 これらは、短期的な利益に傾きがちな非ファミリー企業では得にくい「本質的な競争優位性」です。
 真に優れたファミリービジネスは、「経済的成功」と「社会的使命」の両立を果たしています。
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これからの20年を考える時、
少子高齢化の日本のFBに
押し寄せる変化と課題、
そして対策・・・？
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1.ファミリー（家族）

 変化と課題
・後継者不足：子どもが少なく、家業を継ぐ人材が見つからない。
・家族の価値観多様化：同族の中でも事業承継への意欲に差が出る。

   ・国際化：子や孫が海外で暮らし、家業との心理的距離が広がる。

対策（大切なモノから）
1. 次世代育成の早期開始（幼い頃から「家業理解の教育」)
2. 家族の憲章制定（経営参加・配当・相続ルールを明文化）
3. ファミリーオフィス機能
（資産管理・教育・家族会議の場を制度化）

4. グローバルな次世代ネットワークづくり
（海外留学や他国のFBとの交流）
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2.ビジネス（事業）

変化と課題
・市場縮小：国内人口減少により需要減。
・人材確保難：若手労働力の不足、賃金上昇圧力。
・技術変化：AIやデジタル化対応の遅れが競争劣位に直結。
・地域社会の衰退：地元顧客や取引先の減少。

対策（大切なモノから）
1.事業の多角化・海外展開（人口減の影響を脱する）
2.人材確保と魅力ある職場作り
（非同族経営人材を積極登用）

3.デジタル化・AI活用（効率化と新規価値創造）
4.地域連携モデル（他社や自治体と共に地域活性を担う）
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3.オーナーシップ（所有）

変化と課題
・株式の分散化：相続で株主が増え、意思決定が複雑化。
・資産管理リスク：不動産・自社株の偏重で資産リスクが高まる。
・相続税負担の増大：高齢化と相続頻発で事業基盤を圧迫。

対策（大切なモノから）
1.持株会社・信託の活用（所有の一元化と長期安定）
2.株主教育と株主総会の仕組み強化（経営への理解を深める）
3.資産ポートフォリオの多様化
（金融資産・海外資産の活用）

4.事前の相続・贈与計画
  （税負担を抑え、世代間移行を円滑に）
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まとめ（対策の優先順位）

1.次世代の育成と教育（ファミリー）
2.事業の多角化・海外展開（ビジネス）
3.持株会社や信託による所有安定化

（オーナーシップ）
4.デジタル化・AI活用（ビジネス）
5.家族憲章とファミリーガバナンス

（ファミリー＋オーナーシップ）
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ファミリービジネスの「真価」まとめ

1.長期的視野
2.価値観と理念の継承(家訓、理念継承)
3.強固な信頼関係（内部の結束力)
4.迅速かつ柔軟な意思決定
5.社会的責任と地域貢献の重視
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160年の酒造メーカーを娘婿2人が継ぐケース

〈ケース紹介-1〉
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千代むすび酒造(鳥取県境港市)

・創業1865年(慶応元年)
日本酒千代むすび製造販売

・5代目 岡空 晴夫氏(現社長76歳)

-1973年をピークに日本酒下降
-蒸留酒製造(焼酎類)
-海外進出/マーケット拡大
-地ビール
-ジン、ウォッカ、ウイスキーの製造
-岡空 聡氏(6代目)社長に

〈ケース紹介-1〉
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千代むすび - 持続的発展

1. 本業をベースに次々と新しい分野を開拓

2. 国内をベースに海外進出を早くから試み、
韓国、米国、ヨーロッパ市場を開拓

3. 6代目に娘婿を迎え、(2人)岡空家を継承

〈ケース紹介-1〉



All Rights Reserved @ 西川 盛朗 2026

34

世界の永続企業の研究を通して、
危機に対して、
どのように対処したか、
日本及び世界の事例を紹介

FBAAのグローバルアドバイザー

Devin DeCiantis 氏
lvan Lansberg氏 共著

〈ケース紹介〉
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企   業 • 1899年創業者鳥井信治郎氏、大阪市に「鳥井商店を開業し葡萄酒製造販売を
始める（日本人の味覚に合った洋酒をつくり、日本の洋酒文化を切り開きたい）

ハイライト
• 第2次大戦が最大の危機／社員の力で復興

－戦争中、ウイスキーは海軍に納入 －爆撃によって本社、主力工場焼失
－社員の戦死、ロシアシベリア収容、多くの働き手が死んだ

ポ イ ン ト

• 戦後、米軍が20万人の米兵で日本を占領。ウイスキーは統制品に
－創業者は米軍将校を家に招き、パーティを連日行い、支援を依頼

• 家族の争い－創業者と2人の息子（長男、30才で死亡、次男（佐治家へ）、3男は
海軍の軍人で、創業者の「変節」に対し憤り葛藤が生まれた

• 終戦の中、創業者は「社員と家族」を守ると宣言。社員は奮い立った。
－リーダシップが戦後の礎を築いた

• 食品／飲料は戦後600億円程度の売上で60億円の赤字。ビール事業も30年間 
赤字…両事業共、撤退を考えた事ない。現在 飲料は売上1.2兆円で年間1200億円
の黒字。ビールは第3位のシェアーを奪い黒字に転換。

• ウイスキーは昭和30～40年代がピークで、その後20年以上低速した
• 15年前から世界はウイスキーブームで急回復 （でもピーク時の半分の量、高い
利益率）

• 1990年代のペットボトルの導入が飲料ビジネスを押し上げた
• 酒販卸の国分との絆（関東大震災時、船で納品、請求者破ったエピソード）

サントリーの発展と生き残り

ヒ  ン  ト

• 家族と事業の関係 －鳥井副会長の妹さんのリードで家族株主（17名）が
月1回勉強会を開催－コトブキ不動産が89％の株主（その90%を家族で所有）
－会社法、財務、P/L、M&A、株主の権利、会社は誰のものか－学習する家族
が永続する条件ではないか－ビジネスファーストの精神が育まれている

－財団を5つ、家族と専門家が運営している

〈ケース紹介-2〉
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キッコーマン・高梨家

企   業
• 30代当主高梨兵左衛門氏
• キッコーマン（高梨、茂木6家・堀切の8家）が1917年に野田醤油株式会社を

設立、商標を「キッコーマン」に統一

ハイライト

• 8家からは1人しか会社に入れず、優秀な人材が社長に就任、という厳しいルー
ルを制定。歴代社長は3家から2人ずつ、2家から1人ずつ、8家以外の準ファミ
リーから2人、外部から2人選出されている。「能力のない人が経営に携わるの
は同族経営の大きな弊害」「創業家といえども役員にする保証はない」

ポ イ ン ト

• FB（ファミリービジネス）の良い点は「使命感が強く」「情熱を持っている人が
多い」

• 1927年に労働争議が勃発。ストライキは218日間に及んだ。
教訓として社是－「産業魂」を作った
－企業は利潤を得るだけでなく、社会の公器、経営者は株主以外の従業員
や地域社会に配慮すべし..など

• 会社の永続性は「誠実さ」と「イノベーション」
－醸造醤油と科学醤油の論争で品質の良い醸造醤油の製法を開発
－「やわらか密閉ボトル」

• 危機を乗り越える・・飢饉（享保、天明、天保）の際の難民救済
主人が先頭に立って行った。その為には主人はあらゆ
る知識を保有する必要があり「教育」こそが大切と実践。
住民へも寺子屋などを広げた

ヒ  ン  ト • 女性の役割が大切．．兄弟家族が仲良くいる事が世代を超えてゆく中で
大切

〈ケース紹介-3〉
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企   業
• 創業480年
• 虎屋の屋号は強さのシンボル 鶴屋、亀屋は永続性のシンボル

ハイライト

• 理念…お客様に喜んで頂く
• 現在 80店、4工場で操業
• 明治に京都から東京へ本店を移す。当時虎屋の売上の70％は皇室への

売上。 皇室へ「祭」ごとに異なるお菓子を献上していた

ポ イ ン ト

• 戦後－多店舗化を推進
• 売上の70%が羊羹 （１年間の消費期限なので展開が容易であった）
• ニューヨークは撤退。現在パリ店を継続
• 伝統的な菓子作りだがイノベーションが大切

－新しい菓子作り－店作り、 カフェ－、 歌舞伎座、 ソニービル
－スポーツの後に糖分を提供
－サイズを変えて高齢者へ糖分補給

－N.Y.の再挑戦。 N.Y.が成功すれば世界に進出できる

• 承継ルール
－1世代から1人、長男が継ぐ。祖父が名前をつける
－父を尊敬している。 父の様になりたい
－教育が大切。 高校からアメリカのバブソンへ留学
－卒業後、直ぐに工場に入り社員と共に働く

• 上場は考えていない
• マーケットシェアは独占せず、他と共有する
• リスク…天候異常、小豆の値上げ、台風など天候、日本の市場の縮小

 中国の消費量 が小豆の値段を決める （日本60、中国200）

虎屋〈ケース紹介-4〉
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企   業
• 17世紀の寛永年間に住友政友が京都に書物と薬の店を創業。政友は商人の心得を説

いた「文殊院旨意書」を残し今の住友精神の基礎となる。姉婿と粗銅から銀を分離す
る「南蛮吹き」を開発

ハイライト

• 400年の歴史と主要19社の住友グループは別子銅山から発生し、銅山が木炭／石炭
のエネルギー、機械開発、建設業、電線、金融、電機、化学（肥料）..などとグルー
プ各社を生み出した。（現在33社と広がっている）

• 住友企業理念（19世紀半ばに編纂）...住友家法
－（第1条）－信用を重んじ確実を旨とする
  （第2条）－世のニーズに合わせて変わる （第3条）－目先の利益を追わない
－商売は大切だが、人格を磨いて立派な人に....コンプライアンス／カスタマーファースト

精神、技術開発
事業 は人なり....の精神を育くんだ

• 1877年所有と経営を日本で初めて分けた。
（広瀬宰平．．總理事、当主に変わりガバナンスする）

1919年住友グループの代表者を住友家2人、使用人3人（経営者）に制定
（広瀬宰平、伊庭貞剛、鈴木馬佐也などの總理事に任せていった）

ポイント

•  コンプライアンス精神 （正しき道を守り、公益のために尽くせよ）
環境への取り組み－1800年代シーメンス事件－汚職、海軍へのワイロ事件
公利公益の事業その為GEの前身、ウエスタンエレクトリックと組み後のNEC生む

 －煙害に対し、住友は賠償を認めた（古河．認めず、日立．
高い煙突）

 －新居浜の銅山跡に植林..住友林業に、1年250万本を10年間
続けた

• 目先だけでなく50年-100年後への配慮－新居浜がゴーストタウンにならなかった
のは銅から化学、林業への転換

• 社員を大切にする － 住友家の家族と共に慰霊する

住友グループの結束と拡大〈ケース紹介-5〉
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S.C.Johnson社の4代目のサバティカルリーブについて

〈ケース紹介-6〉 S.C.Johnson
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サバティカル・リーブ

本来の意味:特別研究期間長期有給休暇

S.C.J4代目の目的は・・・
「Johnson社とJohnson家の次世代の為に
何をすべきか？」を考える1年間

〈ケース紹介-6〉 S.C.Johnson
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1.会社を分社:1つから4つへ
SCJ社→ ・BtoC

・BtoB
・レジャー用品(Johnson Outdoor)

  ・銀行
2.ガバナンス/オペレーションの分離

(監督と執行の強化)
→ オーナー家と社外取締役によるガバナンス

 → ノンファミリー経営陣による執行体制
 → 次世代経営者の訓練・育成の為の研究所
 (JMI)の設立
3.将来の資金調達の選択肢の増強
 →JO社の株式(40%)のナスダック市場への上場
4.企業理念(This We Believe)の家族間の学びと
世界各国への発信

〈ケース紹介-6〉 S.C Johnson氏の次世代の為の計画



All Rights Reserved @ 西川 盛朗 2026

42

〈ケース紹介-7〉
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・収益(売上) ・・・10兆1,348億円
・従業員数  ・・・62万人
・展開国数  ・・・14か国
・顧客ID  ・・・5,572万人
・公益活動

〔公益財団法人〕
・イオンワンパーセントクラブ(税引前利益1%)

社会貢献活動
・イオン環境財団(新しい里山づくり)

植樹本数 1,276万本

イオンの現在(2025)〈ケース紹介-7〉
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【家業】
岡田屋呉服店 (創業から260年)

【家訓】
-大黒柱に車をつけよ

 -下げに儲けよ(安くて良い品)

〈ケース紹介-7〉
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時代の変化を予測した「戦略立案」
(現会長(8代目)就任)

・就任時：売上 2兆円
・約20年前に日本の将来の変化を見通した
戦略構築

 ・グローバル
 ・シニア
 ・大都市
 ・デジタル

多くのビッグチェーン(多くがFB)がバブルで消滅
する中、ジャスコ→イオンと発展を続ける

〈ケース紹介-7〉



All Rights Reserved @ 西川 盛朗 2026

46

岡田名誉会長のメッセージ

「企業は30年経つとおかしくなる」
ジャスコからイオンへ

新たな出発

〈ケース紹介-7〉
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岡田屋からの家訓を次世代の「自分事」にするために
お客様、株主への約束と決意を「イオンの定款」で
宣言(2024)

(抜粋)
・企業にとって成長し存続し続けることは
最重要の課題です。

・より新しい革新にとって代わられないためには、
イオンが最大かつ最先端の革新者であり続ける
しかありません。

〈ケース紹介-7〉
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ファミリービジネスの「真価」まとめ

1.長期的視野
2.価値観と理念の継承(家訓、理念継承)
3.強固な信頼関係（内部の結束力)
4.迅速かつ柔軟な意思決定
5.社会的責任と地域貢献の重視

6.「あえてしない」を選択する
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ファミリービジネスコンサルティング
現状と課題

〈ファミリービジネスの真価とは〉

49

2026年2月27日

西川 盛朗
NISHIKAWA  MORIO 

ヨコハマコンサルティング（株） 代表取締役会長
日本ファミリービジネスアドバイザー協会 

ファウンダー・名誉理事


	スライド 1
	スライド 2: ファミリービジネス(FB)の現実
	スライド 3
	スライド 4: S.C.ジョンソン社　(S.C.Johnson)
	スライド 5: ジョンソン社の製品
	スライド 6: S.C. ジョンソン社の製品
	スライド 7: NISHIKAWA  MORIO  西川 盛朗－現在の活動 　　　 　
	スライド 8: 西川の出版書籍
	スライド 9
	スライド 10: FBコンサルタントの見解
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16
	スライド 17
	スライド 18
	スライド 19
	スライド 20
	スライド 21
	スライド 22
	スライド 23
	スライド 24
	スライド 25
	スライド 26
	スライド 27
	スライド 28
	スライド 29
	スライド 30
	スライド 31
	スライド 32
	スライド 33
	スライド 34
	スライド 35
	スライド 36
	スライド 37
	スライド 38
	スライド 39
	スライド 40
	スライド 41
	スライド 42
	スライド 43
	スライド 44
	スライド 45
	スライド 46
	スライド 47
	スライド 48
	スライド 49

